
１．水防工法について 

 （１）水防工法の選定 
 

 水防活動では、速やかに現地状況に適合した工法を選定し、迅速に対応するこ
とが重要です。以下に被災要因および対策の基本方針を示します。 
 

被 災 要 因 対策の基本方針 

築堤部・堀込部に関わらず、川側で発生します

 激しい川の流れや波浪等により、堤防の川側が

削り取られた状態を「深掘れ（洗掘）」と呼びま

す。 

〔対策〕特に築堤部で深掘れが進むと、堤防が決

壊し、甚大な被害が発生する恐れがあります。 

 深掘れが進行しないよう、堤防斜面を保護する

対策が必要です。 

築堤部の居住地側で発生します 

 

 河川水位が上昇し居住地側との水位差が大きく

なることにより、堤防又は基礎部を通った浸透水

が地表に漏れ出した状態を「漏水」と呼びます。

〔対策〕漏水量の増加により堤防内の土砂が排出

され決壊する恐れがあります。 

漏水量を増加させないよう、川側・居住地側の

水位差を小さくする対策が必要です。 

築堤部・堀込部に関わらず発生します 

 河川水位が上昇し、堤防の上面を越えて溢れ出

した状態を「水のあふれ（越水）」と呼びます。

〔対策〕溢れ出した水が堤防上面や居住地斜面を

削り、決壊する恐れがあります。 

水が溢れないよう、堤防を嵩上げする対策が必

要です。 

主に築堤部の堤防上面や居住地側で発生します

 河川の水圧や堤防内の浸透水等の影響で堤防が

変形しひび割れが発生した状態を「亀裂」と呼び

ます。 

〔対策〕亀裂が進行し決壊する恐れがあります。

 亀裂が広がらないよう、被災箇所を縫い合わせ

る対策が必要です。 

主に築堤部で発生。川側・居住地側に関わらず発

生します 

 激しい川の流れや降雨の影響で堤防の一部が崩

れた状態を「斜面の崩れ（崩壊）」と呼びます。

〔対策〕水位があまり高くない状態でも降雨等に

より斜面の崩れが起こる恐れがあります。 

 居住地側の崩れでは失われた部分を直接充填す

る、川側では反対の居住地側を補充する対策が必

要です。 
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引用：時代に即した水防工法～工法選定と作製の手引き：国土交通省中国地方整備局 

■：川側での対応 
■：居住地側での対応 
■：堤防上面での対応 
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